































レの f民衆j(1846)をとりあげて次のように言う。 f100年後のわれわれ、 1938年の、 1940年の、
1944年のわれわれフランス人は……向じ強烈さで、そうした戦'探を感じとるJo-100年前のフ
ランスとは、ミシュレ (1798“1874)の前半生にあたるが、ナポレオンの没落 (1815)にはじまり、
王政復古(1815-30)を経て、 7月王政(1830-48)へと至る半世紀のことである O フランスはそ
のあいだ、外国(主にイギリス)の支配に屈し、自由を忘れ、自らが「革命の子jであることを
( 3 ) 
否認してきた口だが今や自由を取り戻すべき時であるO ミシュレは 2丹革命の予感の下で fフラ




















出している (LaMediteγranee et le monde mediterraneen a t，φoque de Philit戸e11， 1949; Civilisation 






































































































( 7 ) 
①現在と過去
我々は絶えず現在について諾っている O ……けれども、それに先立つ諸々の時代を認識する






















































ブ口ックで、あった。 1939年、 53才になり 6人の子持ちであったにもかかわらず、ブロックは予備
役将校から現役に復し、ダンケルクの敗戦を目撃するO ナチスによって銃殺されるまでの 4年間、
歴史への考察をメモにつづりながらも、レジスタンスの活動を続けたのであるO
























































































































































































































































































































引用するアンリ・ルフェーヴルの定式 (Jntroductiona lamodernite， 1962)も参考になるので挙げ
ておこう or近代性 (modernite)は近代主義 (modernisme)とは異なっているO ……確信的で尊










L. Febvre， Vivre l'histoire， Edition etablie par Brigitte Mazon et p託faceepar Bertrand Muller， 
Robert La百OnUArmandColin， 2009. 
M. Bloch， 1:壬listoire，la Guerre， laResistance， Edition etablie par Annette Becker et Etienne Bloch， 
Gallimard， 2006. 
ともに地味な装訂のペーパーパックではあるが、それぞれ1000頁を越す大冊で、現在では入






r19世紀史J(3巻)の計20巻である D 念のために、邦訳と原著との対応関係を示しておく O
邦訳 fフランス史j1 (中世上) 原著 fフランス史j序文 (1869)
I巻 (1833)
2巻 (1833)
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